
 

 
皆さん、おはようございます。新年を迎え、気持ちも新たに今日は登校してきたことと思います。年

末年始は充実した時間が過ごせたでしょうか。おせち料理を食べ過ぎて、まだお腹が重い人もいる

かもしれませんね。私自身、昨日体重計に乗ったら、冬休み前よりも2キロ体重が増えていました。 

2学期終業式では美輪明宏さんの話を紹介して、礼儀作法やマナー、そして自分を磨くことの大

切さについてお話しました。4月からは新入生を迎える皆さんにはぜひ新入生の模範となるべく、美

しい礼儀作法やマナーに磨きをかけて欲しいと思っています。 

さて、今年は干支で蛇年ですから、蛇年にちなんだ話をします。皆さんは蛇にどのようなイメージを

持っていますか。「気持ち悪い」とか「怖い」と感じる人も多いと思います。実際、日本最古の書物で

ある古事記では八岐大蛇として登場し、素戔嗚尊に退治される存在です。キリスト教の聖典である

聖書では、エデンの園でアダムとイブに禁断の果実を食べるようそそのかした邪悪な生き物として描

かれています。 

しかし同時に蛇は神聖な生き物であるとも信じられています。つい先日も白蛇を金運の神として

祀っている福岡県大川市の三宝神社で白蛇が10匹生まれ、大変縁起が良いとニュースで報道さ

れていました。また、蛇は脱皮を繰り返し成長することから蛇の抜け殻を財布に入れ、金運のお守りと

する風習もありますし、この脱皮するという特性から「復活」や「再生」、そして「不老長寿」の象徴と

もなっています。 

過去の蛇年の歴史を振り返ると、６４５年は皆さんご存じの「大化の改新」が始まった年です。中

大兄皇子と中臣鎌足が中心となって新たな政治体制を作り出しました。1185年には「壇の浦の戦

い」で平家が破れ、貴族政治が終わり、源氏による武家政権が生まれることになりました。近代で言

うと、１９０５年は日露戦争で日本が勝利を収めた年です。 

蛇年には、蛇が脱皮を繰り返し成長するが如く、古い体制を一新する出来事が起こることが多い

ようです。蛇年の今年、古い自分を「脱皮」して、失敗を恐れず、新たなことに挑戦する1年にしませ

んか。今まで胸に秘めてきた夢を追い求める1年にしませんか。 

哲学者ニーチェは「脱皮できない蛇は死ぬ」という名言を残しています。「脱皮」するということは、

古い自分を脱ぎ捨てて新しい自分に生まれ変わるということです。もし「脱皮」することを拒むのであ

れば、厳しい言い方ですが、待っているのは「死」ということになる訳です。私達もより良く生きていく

ために「脱皮」しなければならないことがあります。現状維持だけでは

成長はありません。古い自分、過去の自分を捨て去ることによって、こ

れまでより成長した自分に生まれ変わるのです。 

最後になりますが、皆さんが古い自分の殻を抜け出して、新たな成

長を遂げ、飛躍する素晴らしい1年となることを願っています。自分も

お正月太りを「脱皮」することから始めたいと思っています。皆さんが

「脱皮」して成長した姿を見られることを祈念して、3学期始業式の式

辞とします。 
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